
　

世
界
的
大
流
行
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
国
内
で
の

急
速
な
拡
大
を
受
け
て
、
４

月
16
日
、
全
国
に
「
緊
急

事
態
宣
言
」
が
発
令
さ
れ
ま

し
た
。
徹
底
し
た
外
出
自
粛

や
様
々
な
施
設
の
使
用
停
止

要
請
が
あ
り
、
今
井
地
区
で

も
感
染
か
ら
自
身
や
大
切
な

人
々
を
守
る
た
め
、
全
住
民

が
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
春
は
通
常
の
お
花

見
・
宴
会
な
ど
行
え
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
館
報
編
集
委
員

会
が
見
つ
け
た
今
井
地
区
の

桜
の
名
所
の
一
部
を
紙
面
に

て
ご
紹
介
し
ま
す
。
少
し
で

も
お
花
見
気
分
を
味
わ
っ
て

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

桜の名所桜の名所今井地区今井地区

②空港西交差点北
側

③ピクニック広場

⑤西耕地公民館南

⑨改善センターと養
護学校

⑩今井小学校グラウ
ンド

⑪中村公民館南

⑥野口の観音様

⑧鉢盛中学校 ⑬上條　司旧宅跡

①陸上競技場付近 ④野尻橋周辺

⑫宝輪寺

⑦古池の屋敷林
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「
今
井
ふ
る
さ
と
歌
留
多
の

会
」
を
中
心
に
制
作
さ
れ
た

紙
芝
居
を
紹
介
し
ま
す
。
今

回
の
作
品
を
含
む
９
作
品
す

べ
て
を
今
井
公
民
館
の
図
書

室
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　今井ふるさと歌留多の会では第９作目となります、今井の紙芝居「上條 司～自由の花を
求めて」を制作しました。
　ある機会に若いお母さんに「上條 司」って誰ですか、と質問を受けた事がありました。
私の分かりにくい話より、これは紙芝居にして見てもらうのがずっと良いかなと、篠田さん
にお願いして脚本を書いていただきました。
　明治の初め「奨匡社」（しょうきょうしゃ）を設立し、国会開設の請願運動を主導した郷
土今井の偉人、上條 司先生の生涯を描いたものです。上條 司頌徳会の副会長の篠田さ
んの 司先生に対する敬愛の情溢れる脚本と、観る人に迫りくる伊藤さんの絵が見事に調和
した秀作になっています。松沢求策と共に国会開設請願書を携え上京し請願書の受け取りを

迫り、政府機関を廻る場面は
迫力満点です。また政治運動
より身を引き、教育者として、
母思いの一個人としての 司
先生の一面も描かれています。
文：原 勝美（今井ふるさと歌留多の会 代表）

⑨ 上條　司「自由の花を求めて」
脚本：篠田良一（野口）　絵：伊藤きくみ　後援：上條 司頌徳会
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西
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古
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＊
印
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内
公
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長
兼
任
）
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和
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後　
　
　

報
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井
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茂
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克
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勝
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お
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島
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落
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村
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育
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今
井
の
紙
芝
居

  
新
作
が

   
で
き
ま
し
た
④

あ り  じ

　

古
池　

健
一　
　

 

野
尻　

和
彦

　

丸
山　
　

毅　
　

 

長
村　

知
子

　

古
田　

淑
子　
　

 

重
盛　

良
子

　

中
村　
　

朗
（
兼
全
市
版
）　

色
付
き
は
、
元
年
度
よ
り
の
留
任
者

　
セ
ン
タ
ー
職
員

　
　
　
〃　
　

　
今
井
担
当
保
健
師

◇
福
祉
ひ
ろ
ば
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

◇
今
井
公
民
館
関
係

　
公
民
館
長

　
公
民
館
主
事

　
公
民
館
運
営
委
員
長

　
図
書
視
聴
覚
委
員
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文
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委
員
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体
育
委
員
長

　
館
報
編
集
委
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委
員
長

　
副
委
員
長
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